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第5回大阪府災害時歯科保健
医療提供体制推進懇話会 資料1

令和8年3月9日



前回までの懇話会における主なご意見
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（第３回）
○ 自治体職員だけでなく、歯科関係者も研修の対象に含めて実施していただきたい。

○ 行政も巻き込んで意識を底上げするような研修であれば、市区町村と群市区歯科医師会の話し合いにもつながる。

○ 歯科関係者以外にも関連する職種や団体が参加できるとより良いのではないか。

○ 災害を身近に感じられるような内容であれば、連携体制を考えるきっかけになるのではないか。

○ 来年度も事業を継続するのであれば、今年度は現実的なところで無理のない研修をやってもよい。

○ 関係機関の連携に関する内容や、各組織で動画を作ってオンデマンド配信するようなものが現実的か。

（第４回）
○ 大学病院の被災状況を確認するような内容を加えてもよいのではないか。

○ 今回は発災24時間想定だが、今後、日中以外の時間帯であるとか、様々な設定の訓練を考えていただきたい。

研修・訓練について



保健医療調整本部訓練について（報告事項）
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○ 日時 令和８年１月14日（水）

○ 場所 大阪府庁本館５階 正庁の間

○ 発災想定
前日１１：００に南海トラフ巨大地震が発生。
発災より２４時間経過した保健医療調整本部活動の
２日目を想定して実施。

訓練概要

○ 大阪府地震・津波災害対策訓練に合わせ、大阪府保健医療調整本部訓練を実施する。

○ 大規模災害時における保健医療調整本部員（府職員）の災害対応力の維持・向上を図ることを目的とし、
かつ、各専門のリエゾンや関係団体との連携を深める内容とする。

目的

時 間 内 容

9:00
仮
想

本部内ミーティング①（仮想）

10:00 本部・活動拠点本部間ミーティング①（仮想）

10:30

実
働

集合・訓練準備・訓練ルール説明等

11:00 訓練開始（発災２日目 ※２４時間後）

11:05 本部内ミーティング②（各リエゾンからの報告含む）

11:30

各チームでの訓練
・医療機関の被害状況の把握 ・受電対応、クロノロ作成 等
・患者の搬送調整、搬送ルートの確認 ・EMIS入力要請
・災害対策本部会議資料作成 等

15:00 本部内ミーティング③（各リエゾンからの報告含む）

15:30 本部・活動拠点本部間ミーティング②

16:00 訓練終了・振り返り検討

16:15 振り返り発表
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保健医療調整本部訓練について

訓練会場（正庁の間）
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大阪府保健医療調整本部 大阪府歯科技工士会

大阪府歯科衛生士会被災状況等の把握

大阪府歯科医師会

災害医療Co派遣に向けた調整

地区歯科医師会

歯科医療機関の被災情報等の収集依頼

災害医療Co（歯科医師会）の派遣依頼

被災状況等の把握

調整本部内で報告
・歯科医療機関の被災情報
・災害医療Co（歯科医師会）の派遣予定等

衛星携帯電話

被災状況等の報告

大阪大学歯学部
附属病院

歯科の訓練について（概要①）

歯科医療救護活動にかかる情報伝達訓練として、関係機関の連携体制の確認、歯科診療所の被災情報の把握等
について、大阪府歯科医師会等ど連携して、訓練を実施した。

訓練概要

大阪歯科大学
附属病院
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時 間 発 受 内 容

11:30 府健康づくり課 大阪府歯科医師会
歯科医療機関の被災情報の収集、災害医療Co（歯科）の派遣を依頼
（防災無線による）

12：００ 大阪府歯科医師会 各地区歯科医師会
各会員診療所の被災状況について、情報収集を依頼
（衛星携帯電話による）
※実動：6地区/仮想50地区

１２：３０ 各地区歯科医師会 大阪府歯科医師会
各地区から会員診療所の被災情報リストを提供
（Faxによる）
※実動：6地区/仮想50地区

１３：００

大阪府歯科医師会

大阪府歯科技工士会 ・会館の被災状況について確認
・災害支援チーム編成に向けての準備を依頼
（電話による）１３：１５ 大阪府歯科衛生士会

１３：３０ 大阪大学歯学部附属病院 ・附属病院の被災状況について確認
・避難所からの患者の受け入れ準備を依頼
（電話による）１３：４５ 大阪歯科大学附属病院

15:25 大阪府歯科医師会 府健康づくり課
会員診療所の被災情報を集約し、情報提供
（メールによる）

歯科の訓練について（概要②）

訓練時程
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（１）訓練で使用した被災情報リスト

歯科の訓練について（参考資料等）

（２）訓練で使用した地区単位被災情報リスト

本会所属
地区

診療所名 診療所住所 診療所電話番号 二次医療圏 市区町村 受入 周知 出動

1 都島 医療法人○○ ○○歯科 都島区○○町○－○－○ 06-××××-×××× 大阪市北部 都島区 〇 〇

2 都島 都島区□□町□－□－□ 06-××××-×××× 大阪市北部 都島区 〇 〇

3 都島 △△クリニック 都島区△△町△－△－△ 06-××××-×××× 大阪市北部 都島区 〇

4 都島 ◇◇歯科 福島区◇◇町◇ー◇ー◇ 06-××××-×××× 大阪市北部 都島区

・
・
・

地 区 名
安否確認状況

会員数/安否確認完了数
診療所の受入可 受入可の周知可 歯科医療班としての出動可

北 152 報告未

大淀 39 報告未

都島 67 32 11 5 0

福島 57 24 10 7 0

東 154 70 13 10 2

南 92 45 22 12 0

西 97 3 0 0 0

貝塚 35 25 2 2 0

訓練参加地区

報告未
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○ 衛星携帯電話の活用について
・衛星携帯電話の使用方法がわかりづらい、という意見が一部あった

⇒引き続き、定期的に訓練等を行う

○ 情報の集約について
・Faxで提供された地区歯科医師会の被災情報について、大阪府歯科医師会での集約に時間を要した

（訓練では56の地区歯科医師会のうち6地区のみが実動で参加し、Faxにより府歯科医師会へ情報提供）

⇒効率的な情報集約の方法について検討

○ 歯科医療機関の被災情報について
・大阪府歯科医師会から、被災情報を会員単位でリスト化したものが提供されたが保健医療調整本部としては、
診療所単位での情報が必要であった

・開院状況（患者の受入れ可否等）について「不可」と「未把握」の区別がなかった

⇒収集する情報の項目について精査
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課題・今後必要な取組

歯科の訓練について（まとめ）

○ 発災2日目に必要な、関係機関との情報伝達経路について、確認することができた。

○ 昨年度に整備した通信機器（衛星携帯電話）を活用し、大阪府歯科医師会-各地区歯科医師会間の情報伝達を行った。

訓練成果


